
.

業務内容

平成

その他

兵庫県

千円

その他

整備費

(内訳）

6,776,410

公的施設等運営評価調書

年度6(令和 総合 評価)

所在地等

HP・電子メール

73490
内線

）73493（

福祉部

号）

施設所管部課室

記入責任者職氏名
（担当者職氏名） 福祉専門員 今村　勝行（

10設置年月日

079-662-8456電話番号

27

年

月年

7 .4現在経過年数

運営評価対象年度

https://www.choju.jp/     choju@vc.inaker.or.jp

石井　輝昌

直近の大規模改修年月

7

30

敷地面積
その他

年）

課長施設名 県立但馬長寿の郷

１　 施設概要

（R

7（R
養父市八鹿町国木５９４－１０

日

設置目的
　保健、医療及び福祉の連携並びにこれらの分野に関する知識及び技術の普及向上（以下「保健、医療及び福祉の連
携等」という。）を図るとともに、高齢者をはじめ広く県民の多様な交流を促進することにより、県民が心身ともに健やか
に生きがいを持って暮らし、真に長寿を享受できる、県、市町、県民等の協働による豊かな地域社会の形成に資する。

設置根拠
条例名称 兵庫県立但馬長寿の郷の設置及び管理に関する条例 （ 12平成10年3月27日 条例第

平成

.4現在経過年数 年）
所在地

千円

㎡

㎡

所有者別
内訳

利用料金制度

116,600

千円 起債

備品費等

その他

大規模
改修

千円

1,729,645用地費

改修費

0国庫 千円

一般

特定

472763.90 ㎡

料金体系

千円

起債

一般

千円

国庫

財源内訳

当初
整備

千円 財源内訳

0

財源内訳

4,930,165

千円

特定

（１）但馬地域における保健、医療及び福祉の連携等に関する事業の企画及び総合調整を行うこと。
（２）但馬地域における保健、医療及び福祉の専門的人材の確保及び活用を行うこと。
（３）保健、医療及び福祉の連携等を図るため、講習会、研修会、研究会等の事業を行うこと。
（４）高齢者等が安全かつ快適に利用できるよう配慮された住宅、福祉用具等を展示し、及びこれらに関する相談に応ず
ること。
（５）高齢者相互の交流、世代間及び地域間の交流等に関する行事を行うこと。
（６）保健、医療及び福祉の連携等を図るための講習会、研修会、展示会等のために施設を県民の利用に供すること。
（７）高齢者相互の交流、世代間及び地域間の交流等を促進するために施設を県民の利用に供すること。
（８）保健、医療及び福祉の連携等並びに県民の多様な交流の促進に関する調査研究、資料の収集及び情報の提供を
行こと。
（９）前各号に掲げるもののほか、長寿の郷の目的を達成するために必要な業務

千円

千円

千円

千円

千円

千円

1,568,410 千円

施設拡充等

特定

敷地面積

施設
拡充

利用時間

休館日

９時～２１時

１２月２８日～１月４日

千円

㎡

㎡

千円

県

備品費等

千円

起債 5,208,000

千円

千円

名称

一般

国庫

千円備品費等 千円

施設建築費

延床面積 8,692.68 ㎡

施設内容

【各施設名とその概要】

事務所棟、レストラン棟、研修棟、宿泊棟、ロッジ棟（４棟）、ふるさと庵、ふれあい工房、音楽堂、車庫、職員公舎

利用料金

令和 6 年度

月10

）

1

状況調査基準年月日 令和7年4月1日

472,763.90

別紙記載のとおり

高齢政策 課

様式１



 

 

 

 

（１）収支状況

２　運営体制

運営形態

21

人

３　運営費の状況

108,478

令和2年度

指定管理期間

令和

〔R3年度:8,408千円、4年度:8,331千円、5年度：8,412千円、6年度：8,890千円、7年度：8,932千円〕

人

0

  支　　出

指定の方法株式会社MEリゾート但馬 公募による指定

年度

～

年度

指定管理者名

令和3年4月1日

4

指定管理者制度

指定管理者
指定内容

所
在
地

県内所在地

主たる事務所

している

人

養父市丹戸896番地２

養父市関宮613-6

109,820

年度

公募施設の場合⇒

令和8年3月31日

人

3 年度

人

年度 令和

人

令和

6 年度

180,262

令和

人

履行保証保険の付保

11 人 11

令和 5 63

公募回数 1

特定の者を
指定する理由

人

人

7

回目直近の公募年度

令和3年4月1日

～導入（予定）時期

総　数

年度令和

人

11

21

人

0

105,876

21 人

人

人

148,871

24,940

24,094

153,139 158,946

2121 人

11

但馬長寿の郷長 管理部長

11

5 年度

110,120

23,476

11,972

2,933

23,615

169,884

169,884

120,850

92,532

0

　収　　入（財源内訳）

人件費

指定管理者
等

使用料収入

企画管理課長 担当
(管理部長兼務）

地域ケア課長 担当

22,078

1010

35,703

23,780

63,481

人10 人 10

7 年度令和

（単位：千円）

5,407

76,603

令和

16,851

12,508

8,677

10 人

4

うち県出向

正　規

その他

区　　分

169,884

172,486 153,136

職員数

維持管理費

令和 年度

38,896

6,919

172,486

自主財源

※　令和７年度は当初予算、その他は決算。ただし県職員人件費については、一人あたり次の額で積算。

計

180,262

令和

人

153,136

91,641

0

97,790

58,982

一般財源

他（国庫・CSR等）

計

自主事業

2,057 2,513

180,262

69,510

0

158,946

組織図

120,779

158,946

利用料金

県　費

その他

事業運営費

40,938

11,643

2,584

98,252

26,748



地元利用率

％

人

－ ％ －

地元利用率

10

宿泊施設【ロッジ】

人

％

人

％

5,157

％

地元利用率 － ％

人

％

利用者数

％ －

3,902 人利用者数

コロナ前（令和元年度）

67,000

担当(7人)１人当たり85日

600

前回指定管理３年間の平均値

研修回数(100)×計画人数(40)

4,000

8

％

29 37

12,623

％

地元利用率 － ％ － ％ － － ％

稼動率 10 ％ 14 12％

％ － ％－

2,915 人

12

－

人

％

％ ％

％

41

％ 12 ％

稼動率

稼動率 19 ％

人

％

人1,421

人

稼動率 12 17 ％

人29,048人

％

年度区　　分

2 年度比

年度 年度年度 令和

令和

34,514

2 令和 年度

62

令和

％

－ ％

％－

％

32,086

1,776 人 3,645

％

193.4 251.3

人

3

年度

1,063 人 4,152人

宿泊施設【宿泊棟】

利用者数 891

利用者数

4

人 24,314

18％

－

121.2 237.2

－

16

3 年度

－

3,469

年度

21,628

15,497

－

3,352

％

％

％

％ －

15

4,262

％

人

％

48

－

交流施設利用状況

人

千円）

人人

5111

人

31

2,653

44,864

令和

4

100.0

年

利用者数

5,680

－

研修施設利用状況

％

3,292 人

13,962
効率的な運営に

関する指標
光熱水費等

サービス向上に
関する指標

研修事業（専門的人材の
資質向上研修等）受講者
数

千円）3.5
総利用者数等

50,671

千円）（

設置目的に
関する指標 （ 4.0

令和4 年度

4.4

1,427 1,700

達成/未達成

（

対

４　利用状況

【主な施設の利用状況】

区　　分

令和 令和令和

令和 5

5 年度

17,850 人

令和

人 42,342

年度 6

6

６　運営評価指標

14,890 12,561

5 年度

402

年度

年

未達成

61,006

令和

未達成

未達成1,380

578その他
研修事業（専門的人材の
資質向上研修等）受講者
数

施設概要

５　類似施設の状況

施設名称 設置者所在地 設置年

　※　（　　）書きは、１単位当たりのコスト（算定式：１単位当たりコスト＝事業費÷指標値）

年

年

目　　　標
[ 考え方 ]

令和指　　標　　名

63,533

450



　但馬長寿の郷づくり協議会役員会（外部有識者10名）の場において、管理運営や事業内容等について意見交換を行い施策展開を
図っている。

８　指定管理者制度導入の効果　　（※　直営施設については、導入しない理由）

９　施設の見直し方針

民間・市町との
役割分担

　市町で設置が困難な作業療法士・理学療法士の専門的人材を派遣し、但馬地域の市町の技術的支援を行ってい
る。

受益と負担の
適正化

　研修等の実施や専門的人材の派遣にあたっては、市町や福祉施設等に必要経費に基づく応分の費用負担を求め
ている。

７　運営評価

必要性

導入効果等
　交流・宿泊施設の運営について、民間のノウハウを活用することで、県は、市町への専門的人材派遣事業や地域
ニーズに即した実践的な研究・研修等など、但馬地域における市町の保健福祉行政を先導する役割に専念できてい
る。

有効性

効率性

　高齢化の進展が著しい但馬地域において保健医療福祉の一体的推進による地域ケア体制の構築に向け、地域
ニーズに即した先導的・実践的な調査・研究を行うとともに、福祉・介護人材の確保が課題となっている中で、介護技
術や専門知識の向上を図る研修等の実施をはじめ、専門的人材（作業療法士・理学療法士）の市町への派遣や福
祉・介護事業所に対する研修の実施による技術的支援を行っており、専門技術的支援拠点として重要な役割を果た
している。

　地域の保健師、介護支援専門員、訪問介護員及び施設職員等に対して、これまでに延べ約10万人に対する専門
研修、延べ20,615日の市町への派遣による技術的支援を実施し、但馬地域のケア体制及び福祉・介護人材の質の
向上など、地域全体での介護レベルの向上に役立っている。
　また、高齢化がさらに進展する中で、地域ニーズに対応した新たな事業にも取り組んでいる。
※　累計研修受講者人数：111,777人、累計専門的人材派遣・キャリア形成訪問指導事業日数25,576日

　施設管理業務については、できる限り長期契約による外部委託を行うとともに、非常勤嘱託職員についてのロー
テーションや業務内容の工夫により、従事人数や時間数の縮減を行い、費用の圧縮を図るなど効率的な運営に努め
ている。

見直し方針

　※　評価の内容を記載　行っていない場合はその理由を記載

10　外部評価について

見直しの理由・
考え方


